
令和8年度 第1回滋賀県総合教育会議 話題提供１

「これからの高校における人材育成、
教育のリ・デザインについて」

～福井県の高校再編等の事例から～

福井大学大学院連合教職開発研究科

特命教授 清川亨
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自己紹介

• 公立学校教員38年（以下数字は年数）

中学校３⇒小中併設中学校3⇒金津高校（普商）10⇒

福井県教育庁９（指導主事3人事６）⇒藤島高校（普）４⇒

県教育庁３（人事＆再編・中学校新設）⇒高志高校校長2⇒

福井県教育庁４（高校教育課長、学校教育監）

• 福井大学連合教職開発研究科６

学校拠点方式の院生の伴走、福井県内外での教育支援

福井県教育庁共同研究員６

教職員支援機構NITSフェロー（近畿地区担当）2

ヨルダンでの教育支援４（10回・延8月）
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関わった再編や新設
■学校再編等

○若狭地区：小浜水産高校廃校⇒若狭高校海洋科学科へ

○坂井地区：坂井農業・春江工業廃校⇒坂井高校新設

○丹南地区：武生工業高校・武生商業高校廃校⇒武生商工新設

丹南高校（県内唯一総合学科）廃校⇒鯖江高校へ

■新設

○高志中学校（併設型中高一貫中学校）

・奥越特別支援学校

・南越特別支援学校 そのために
学校は！

どのような大人に
なってほしいのか
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福井県の高校再編整備
①４校の職業系（農工商家）

⇒坂井高校：新設

②丸岡高校：地域探究科

２校の職業系（工商家）

⇒奥越明成高校：新設

①小浜水産高校

⇒若狭高校（文理探究・普

通）＋海洋科学科

②若狭高校商業
⇒若狭東高校（農工）へ

同校普通科廃止

①職業系２校（工商）

⇒武生商工：新設

②総合学科廃止
⇒鯖江高校：探究科。普通科にス
ポーツ・福祉、ＩＴ・デザインの
コースを設置
③武生高校：探究科

中高一貫

高志中学校：新設

高志高校に併設
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坂井高校（2014年開校）
○県内最大級総合産業高校（８学級/学年）

○マイスター・ハイスクール（2021採択）

（2023、普及促進事業福井県拠点校採択）

○高校教育改革の先導拠点

（令和8年6月30日採択）

坂井高校HPから 坂井高校学校案内から
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坂井高校Instagramから
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特徴的なこと
○坂井高校コンソーシアム

坂井高校作成資料から
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○コンソ超会議

「2026 ひとりのこらず未来の学びの創り手」→

有志生徒57名・教員39名・外部参加者25名計121名参加

・あえて“ばらばらの席”で交流スタート（多様性）

・最初のチェックインゲームやエンカウント自己

紹介で場が一気に明るく。

・研修のテーマ 「1年後の課題研究発表会、どうい

う状況で迎えられると“超最高”？」

 各テーブルでは、立ち上がって意見を交わす生徒の

姿もあり、エネルギー全開の研修に！。生徒の声は、

「初めて話す大人の意見が新鮮で、視野が広がった！」

「1年後の発表を想像してワクワクした！」等 

坂井高校Instagramから
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○企業説明会 in坂井高校 ○高専連携協定

○福井県電気工事

工業組合

女性部連携出前授業

坂井高校Instagramから - 9 -



坂井高校HP校長挨拶から
• 県内最大級の総合産業高校として、「社会に通用する
探究の学び」を核とした教育活動を実践している。

•「坂井高校コンソーシアム」を立ち上げ、産･官･学の
垣根を取り払った協働の学びを取り入れている。

•生徒たちは、どんどん学校の外へ出て行き、企業や地
域の諸団体、自治体、大学等と連携した「探究的課題
研究」に、主体的に取り組んでいる。

•生徒たちの「学びの質」が大きく変わりつつある。生
徒の皆さんには「バケる」という表現で繰り返し伝え
ている。

•今、その学びの経験と学びへの意欲を武器に、進学や
就職等の進路実現にも成果を上げつつある。 - 10 -



校長挨拶から（続）
• 現在の社会は「予測不可能な時代」。ひとりひとりがウェル
ビーイングを目指すとき、学校の役割はどうあるべきか。
その一つの答えとして、学校は生涯を通じて主体的に学び続
けるための素養(認知能力)と態度(非認知能力)を身につける
場所であると考えている。
本校の校訓である「自主」「協働」「創造」は、まさに今の
時代にふさわしいもの。そして、その理念が形になったもの
が本校の「社会に通用する探究的課題研究」であり、その成
果が生徒の「バケる」ことである。

• 本校の卒業生は、この地域に根ざし、この地域の主人公とし
て地域を創っていっている。地域の未来は本校にかかってい
ると言っても過言ではない。その使命を、私をはじめ教職員
一人一人が自覚し、生徒たちの学びの伴走者としての役割を
果たすべく、誠心誠意取り組んでまいります。
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坂井高校開校準備からの思い
★願い

①地域を支える人材育成 ＆ 底辺校からの脱却！

⇒学校で閉じない！（慣習的な教育から脱却）

⇒地域 ⇔ 坂井高校：ヒト、モノの交流・活用

②４大学科8クラスの魅力を生かす！⇔ 学科の壁を低くする！

⇒・6次産業化＜社会に出る前に他学科と出会える！＞

・学科変更可とする 等

★その為にしたこと

多くの地域のヒト（産官）に会う ⇒ 初代校長に託す
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高志中学校（2015開校）県内初の併設型公立中高一貫校

高志中学校HPから
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• この

高志中学校学校案内から
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高志中学校の特徴
• 定員は90人（高志高は学年7学級に。4学級は高校からの入学
生：内進生（無試験）・高入生が互いに刺激）

• 併設の高志高校は当時SSH・SGHのダブル指定 ⇒ 高志中開校
を受け、単位制・2学期制に変更。修学旅行を選択型研修に。

• 記述・思考力重視の適性検査 初年度作文
答えのない問いに対して論理的に自分の考えをまとめる適性検
査（作文含む）や個人面接

例：1回生適性検査作文問題
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高志中学校の特徴２
• ２７０通りの夢を実現するための教育課程の3大特徴

①3年次には高校の「数学Ⅰ」の内容を先行履修：一般
的な公立中学校に比べ3年間で約350時間多い授業時数
を確保し数学・理科で先取り学習。週2〜3日は「7限授
業」を実施

②英語を重要視：中3終了時に全員英検2級レベル到達を
目指す。⇒ALTによる単独授業「英語表現基礎」、登校
後にNHK基礎英語、3年生でシンガポール研修

③探究活動「高志学」ふるさと福井について深く学び、
思考力や表現力を養う体験型の探究プログラムを重視
（地元を知る活動、地元企業の社長等によるリレー講座
等）。中学3年次には8,000字の卒業論文作成
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高志中学校開校準備からの思い
★願い

①ふるさと福井を胸に活躍するリーダーの育成

⇒学校で閉じない！（慣習的な中学教育から脱却）

⇒県内外のヒト、モノを活用！（いかに良質な経験を！）

②多様な同級生、先輩後輩の異なる価値観に触れ、互いの視野を広げ
合える貴重な場にする

⇒最も恐れていたのは教員の枠にはめる指導

③三兎を追う！

★その為にしたこと

・中高一貫校のヒトに会う ⇒ 外部人材として協力いただく

⇒どのような人を育てるか！＆生徒を信じること
・併設型中高一貫校への教員派遣（1年間、1週間）

・開校時ほぼ高校教員でスタート＆教員になぜを問い続ける - 17 -



高校教育課長・学校教育監として
• 教員は指導でなく支援を！：生徒指導部を生徒支援部へ。

• 横糸を通す！

○各普通科高校に授業力向上リーダー⇒探究リーダー

校務分掌に位置づけ。年数回情報交換会

○職業系高校1年生共通科目「ふくいの産業」：年12回程度

地元企業の経営者や卒業生による講義やオンライン講座

県内11校53クラス、約1600人が自分の専門以外の分野や

先端技術にも触れる機会

• 生徒に時間を返す！：授業時数週３５時間⇒３０時間へ

• 学校で閉じない：外部のヒト・モノの活用
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ご清聴ありがとうございました
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